
 09/10/08■看護師不足なのに、外国人看護師は7年で帰国させる愚

　10月7日付けの読売新聞に、”外国人看護師、在留期限「７年」の壁
言葉の壁は越えたのに…”という記事が掲載されている。これは、日本の看護師養成校で学び
、資格を取ったベトナム人看護師たちが、７年の在留期間が切れるのを前に「日本で働き続け
たい」と訴えているということをルポしたものだ。
　現在、「医療」の在留資格で滞在する外国人医師・看護師らは、昨年末で計199人。就業看
護師が約87万7000人なので、外国人が占める割合は小さいが、看護師不足が深刻化しているの
に、この処置はない。また、同じ外国人看護師でも経済連携協定（EPA）で来日したインドネ
シア人らは資格を取れば就労期間の制限がないから、ベトナム人に対してこの規定を厳格に適
用するのは、不公平になりかねない。
　日本は、ただでさえ外国の人材を受け入れない国として有名だが、こんなことを続けている
と、少子高齢化のなか、専門職人材はどんどん減少していくだけだ。また、国際交流の面から
いっても、国のイメージにマイナスになる。日本で働きたいという人、それも専門職なら、ど
んどん受け入れるべきだろう。とくに、彼女たちは6年も日本で過ごし、日本語も達者だし、
日本の文化にもなじんでいる。ある意味で、日本人の看護師よりよく働く。
　読売の記事によると、日本看護協会の小川忍常任理事は「外国人看護師は研修の一環として
受け入れるという国の立場を堅持すべきだ。医療現場の看護師不足は深刻だが、それを外国人
で補うのではなく、潜在看護師の復帰などに向け、労働環境を改善するのが先」と反対してい
るが、首を傾げざるをえない。  
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